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て
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数
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告

示

◉
東
京
都
告
示
第
千
五
十
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
五
十
九
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
青
梅
都
市
計
画
道
路
事
業
を
認
可
し
た
の
で
、

同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
告
示
す
る
。

令
和
五
年
十
月
二
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

施
行
者
の
名
称

青
梅
市

二

都
市
計
画
事
業
の

種
類
及
び
名
称

青
梅
都
市
計
画
道
路
事
業
三
・
五
・
二
十

四
号
根
ヶ
布
長
淵
線

三

事
業
施
行
期
間

令
和
五
年
十
月
二
日
か
ら
令
和
十
二
年
三

月
三
十
一
日
ま
で

四

事
業
地

収
用
の
部
分

青
梅
市
東
青
梅
一
丁
目
及
び
勝
沼
一
丁

目
各
地
内

使
用
の
部
分

な
し

◉
東
京
都
告
示
第
千
五
十
一
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
。
以
下

「
法
」
と
い
う
。
）
第
四
十
九
条
及
び
第
五
十
五
条
第
一
項
（
中
国

残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残

留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成

六
年
法
律
第
三
十
号
。
以
下
「
中
国
残
留
邦
人
等
支
援
法
」
と
い

う
。
）
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た

場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
、
医
療
扶
助
の
た
め
の
医
療
を
担

当
す
る
機
関
及
び
施
術
を
担
当
す
る
者
を
指
定
し
た
の
で
、
法
第
五

十
五
条
の
三
第
一
号
及
び
生
活
保
護
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
五
年

厚
生
省
令
第
二
十
一
号
）
第
十
二
条
（
中
国
残
留
邦
人
等
支
援
法
第

十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
場
合
を
含

む
。
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
五
年
十
月
二
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子
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令和5年10月2日（月曜日）東 京 都 公 報（第17914号） ８
◉
東
京
都
告
示
第
千
五
十
二
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
。
以
下

「
法
」
と
い
う
。
）
第
五
十
条
の
二
（
法
第
五
十
五
条
第
二
項
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
及
び
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進

並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立

の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
。
以
下
「
中
国

残
留
邦
人
等
支
援
法
」
と
い
う
。
）
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ

の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
、
指

定
し
た
医
療
扶
助
の
た
め
の
医
療
を
担
当
す
る
機
関
及
び
施
術
を
担

当
す
る
者
か
ら
、
次
の
と
お
り
変
更
、
廃
止
及
び
休
止
の
届
出
が
あ

っ
た
の
で
、
法
第
五
十
五
条
の
三
第
二
号
及
び
生
活
保
護
法
施
行
規

則
（
昭
和
二
十
五
年
厚
生
省
令
第
二
十
一
号
）
第
十
四
条
の
二
（
中

国
残
留
邦
人
等
支
援
法
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る

も
の
と
さ
れ
た
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り

告
示
す
る
。

令
和
五
年
十
月
二
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子
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令和5年10月2日（月曜日）東 京 都 公 報（第17914号） １４

◉
東
京
都
告
示
第
千
五
十
三
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
。
以
下

「
法
」
と
い
う
。
）
第
五
十
一
条
第
一
項
（
中
国
残
留
邦
人
等
の
円

滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特

定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十

号
。
以
下
「
中
国
残
留
邦
人
等
支
援
法
」
と
い
う
。
）
第
十
四
条
第

四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
場
合
を
含
む
。
）
の

規
定
に
よ
り
、
指
定
し
た
医
療
扶
助
の
た
め
の
医
療
を
担
当
す
る
機

関
の
指
定
の
辞
退
が
あ
っ
た
の
で
、
法
第
五
十
五
条
の
三
第
三
号
及

び
生
活
保
護
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
厚
生
省
令
第
二
十
一

号
）
第
十
六
条
（
中
国
残
留
邦
人
等
支
援
法
第
十
四
条
第
四
項
に
お

い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
基

づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
五
年
十
月
二
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子



（第17914号）東 京 都 公 報令和5年10月2日（月曜日）１５

◉
東
京
都
告
示
第
千
五
十
四
号

保
健
師
助
産
師
看
護
師
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
三
号
）

第
十
八
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
東
京
都
准
看
護
師
試
験
を
次
の
と
お

り
実
施
す
る
。

令
和
五
年
十
月
二
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

試
験
日
時

令
和
六
年
二
月
四
日
（
日
曜
日
）

午
後
一
時
三
十
分
か
ら
午
後
四
時
ま
で
（
受
験
者
集
合

午
後

一
時
）

二

試
験
場
所

東
京
都
社
会
福
祉
保
健
医
療
研
修
セ
ン
タ
ー

文
京
区
小
日
向
四
丁
目
一
番
六
号

三

試
験
科
目

人
体
の
仕
組
み
と
働
き
、
栄
養
、
薬
理
、
疾
病
の
成
り
立
ち
、

保
健
医
療
福
祉
の
仕
組
み
、
看
護
と
法
律
、
基
礎
看
護
、
成
人
看

護
、
老
年
看
護
、
母
子
看
護
及
び
精
神
看
護

四

受
験
資
格

次
の
㈠
か
ら
㈦
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

㈠

文
部
科
学
省
令
・
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す

る
も
の
と
し
て
、
文
部
科
学
大
臣
の
指
定
し
た
学
校
に
お
い
て

二
年
の
看
護
に
関
す
る
学
科
を
修
め
た
者
（
令
和
六
年
三
月
十

四
日
（
木
曜
日
）
ま
で
に
、
学
校
長
又
は
養
成
所
長
に
よ
る
修

業
証
明
書
又
は
卒
業
証
明
書
（
以
下
「
卒
業
等
証
明
書
」
と
い

う
。
）
を
提
出
で
き
る
者
を
含
む
。
）

㈡

文
部
科
学
省
令
・
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
従
い
、

都
道
府
県
知
事
の
指
定
し
た
准
看
護
師
養
成
所
を
卒
業
し
た
者



令和5年10月2日（月曜日）東 京 都 公 報（第17914号） １６

（
令
和
六
年
三
月
十
四
日
（
木
曜
日
）
ま
で
に
、
卒
業
等
証
明

書
を
提
出
で
き
る
者
を
含
む
。
）

㈢

文
部
科
学
省
令
・
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す

る
も
の
と
し
て
、
文
部
科
学
大
臣
の
指
定
し
た
学
校
教
育
法

（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
に
基
づ
く
大
学
（
短
期

大
学
を
除
く
。
）
に
お
い
て
看
護
師
に
な
る
の
に
必
要
な
学
科

を
修
め
て
卒
業
し
た
者
（
令
和
六
年
三
月
十
四
日
（
木
曜
日
）

ま
で
に
、
卒
業
等
証
明
書
を
提
出
で
き
る
者
を
含
む
。
）

㈣

文
部
科
学
省
令
・
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す

る
も
の
と
し
て
、
文
部
科
学
大
臣
の
指
定
し
た
学
校
に
お
い
て

三
年
以
上
看
護
師
に
な
る
の
に
必
要
な
学
科
を
修
め
た
者
（
令

和
六
年
三
月
十
四
日
（
木
曜
日
）
ま
で
に
、
卒
業
等
証
明
書
を

提
出
で
き
る
者
を
含
む
。
）

㈤

文
部
科
学
省
令
・
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す

る
も
の
と
し
て
、
都
道
府
県
知
事
の
指
定
し
た
看
護
師
養
成
所

を
卒
業
し
た
者
（
令
和
六
年
三
月
十
四
日
（
木
曜
日
）
ま
で
に
、

卒
業
等
証
明
書
を
提
出
で
き
る
者
を
含
む
。
）

㈥

外
国
の
看
護
師
学
校
若
し
く
は
養
成
所
を
卒
業
し
、
又
は
外

国
に
お
い
て
看
護
師
免
許
に
相
当
す
る
免
許
を
受
け
た
者
で
、

厚
生
労
働
大
臣
が
、
㈢
か
ら
㈤
ま
で
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上

の
知
識
及
び
技
能
を
有
す
る
と
認
め
た
も
の

㈦

外
国
の
看
護
師
学
校
若
し
く
は
養
成
所
を
卒
業
し
、
又
は
外

国
に
お
い
て
看
護
師
免
許
に
相
当
す
る
免
許
を
受
け
た
者
の
う

ち
、
㈥
に
該
当
し
な
い
者
で
、
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
基
準

に
従
い
、
都
道
府
県
知
事
が
適
当
と
認
め
た
も
の

五

出
願
方
法

㈠

出
願
に
必
要
な
書
類

ア

受
験
願
書
（
保
健
師
助
産
師
看
護
師
法
施
行
細
則
（
昭
和

二
十
七
年
東
京
都
規
則
第
三
十
二
号
）
別
記
第
十
号
様
式
に

よ
る
。
）

イ

受
験
資
格
を
証
明
す
る
書
類

ア

四
の
㈠
か
ら
㈤
ま
で
に
該
当
す
る
者
が
提
出
す
る
書
類

ａ

既
修
業
者
又
は
既
卒
業
者

卒
業
等
証
明
書

ｂ

修
業
見
込
者
又
は
卒
業
見
込
者

修
業
見
込
証
明
書
又
は
卒
業
見
込
証
明
書
。
た
だ
し
、

合
格
発
表
後
、
令
和
六
年
三
月
十
四
日
（
木
曜
日
）
ま

で
に
卒
業
等
証
明
書
を
提
出
す
る
こ
と
。

指
定
さ
れ
た
日
ま
で
に
卒
業
等
証
明
書
の
提
出
が
な

さ
れ
な
い
と
き
は
、
当
該
受
験
は
無
効
と
す
る
。

イ

四
の
㈥
又
は
㈦
に
該
当
す
る
者
が
提
出
す
る
書
類

看
護
師
国
家
試
験
受
験
資
格
認
定
書
の
写
し
又
は
准
看

護
師
試
験
受
験
資
格
認
定
書
の
写
し
（
㈢
イ
に
従
っ
て
、

受
験
者
本
人
が
、
東
京
都
保
健
医
療
局
医
療
政
策
部
医
療

人
材
課
免
許
担
当
に
受
験
資
格
認
定
書
の
原
本
を
持
参
し
、

写
し
が
原
本
と
相
違
な
い
こ
と
の
確
認
を
受
け
る
こ

と
。
）

ウ

受
験
写
真
用
台
紙

台
紙
に
は
、
写
真
（
出
願
前
六
箇
月
以
内
に
、
無
帽
で
正

面
か
ら
撮
影
し
た
縦
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
四
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
の
も
の
で
、
そ
の
裏
面
に
撮
影
年
月
日
及
び
氏
名
を

記
入
し
た
も
の
）
を
貼
り
付
け
る
こ
と
。

提
出
に
当
た
っ
て
は
、
現
に
在
籍
し
、
又
は
在
籍
し
て
い

た
学
校
又
は
養
成
所
に
お
い
て
写
真
が
受
験
者
本
人
に
相
違

な
い
旨
の
確
認
を
受
け
、
写
真
に
刻
印
を
受
け
る
こ
と
。

な
お
、
学
校
又
は
養
成
所
の
確
認
及
び
刻
印
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
な
い
場
合
は
、
㈢
イ
に
従
っ
て
、
受
験
者
本
人
が
、

東
京
都
保
健
医
療
局
医
療
政
策
部
医
療
人
材
課
免
許
担
当
に

出
願
書
類
と
合
わ
せ
て
写
真
と
台
紙
を
持
参
し
、
写
真
付
身

分
証
明
書
等
（
運
転
免
許
証
、
学
生
証
等
）
を
提
示
し
て
、

写
真
が
受
験
者
本
人
で
あ
る
こ
と
の
確
認
を
受
け
る
こ
と
。

エ

受
験
票

裏
面
に
、
領
収
証
書
を
貼
り
付
け
る
こ
と
（
㈡
オ
を
参

照
）
。

オ

連
絡
用
住
所
・
氏
名
シ
ー
ル

カ

返
信
用
封
筒
（
受
験
票
返
信
用
）

封
筒
の
大
き
さ
は
、
縦
二
十
三
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、

横
十
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
と
し
て
、
表
面
に
は
宛
先
を
誤
り

な
く
記
載
し
、
朱
書
き
で
「
簡
易
書
留
」
の
表
示
を
し
た
上

で
、
四
百
十
四
円
（
定
形
郵
便
料
金
九
十
四
円
と
簡
易
書
留

料
金
三
百
二
十
円
と
の
合
計
）
の
郵
便
切
手
を
貼
り
付
け
る

こ
と
。

た
だ
し
、
都
内
准
看
護
師
学
校
又
は
養
成
所
が
代
理
で
返

信
を
受
け
取
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
重
量
に
応
じ
た
定
形
外

郵
便
料
金
に
一
般
書
留
料
金
四
百
三
十
五
円
を
加
え
た
郵
便

切
手
を
貼
り
付
け
る
こ
と
。

㈡

試
験
手
数
料
及
び
納
入
方
法

ア

試
験
手
数
料

六
千
九
百
円

イ

納
付
期
限

令
和
五
年
十
二
月
八
日
（
金
曜
日
）

ウ

納
入
方
法

納
付
書
に
よ
り
、
東
京
都
が
指
定
す
る
金
融
機
関
に
納
入

す
る
こ
と
。


